
参考

氏名 王　嘉奇 所属 横浜国立大学都市イノベーション研究院
研究計画
研究期間

氏名 長井　宏平 所属 北海道大学大学院工学研究院土木工学部門
研究計画
研究期間

氏名 河野　哲也 所属 国立大学法人富山大学学術研究部都市デザイン学系
研究計画
研究期間

氏名 平尾　賢生 所属 横浜国立大学都市イノベーション研究院
研究計画
研究期間

氏名 杉本　悠真 所属 岩手大学理工学部システム創成工学科社会基盤・環境コース
研究計画
研究期間

氏名 近藤　拓也 所属 高知工業高等専門学校ソーシャルデザイン工学科
研究計画
研究期間

氏名 津野 和宏 所属 国士舘大学 理工学部 理工学科 まちづくり学系
研究計画
研究期間

氏名 林　和彦 所属 香川高等専門学校 建設環境工学科
研究計画
研究期間

氏名 栗原　遼大 所属 東京大学 工学系研究科 社会基盤学専攻
研究計画
研究期間

氏名 松村　政秀 所属 熊本大学　くまもと水循環・減災研究教育センター
研究計画
研究期間

4 鋼I桁橋の高耐震・高耐久化に向けた滑り構造の活用に関する研究
令和4年7月～令和5年5月

2 機械学習を用いた漏洩磁束法によるコンクリート中の鋼材破断検知手法の開発
令和4年7月～令和5年12月

3 繊維補強ＲＣ床版の数値解析による性能評価手法の開発
令和4年7月～令和5年7月

令和４年度

1 鉄筋コンクリートにおける塩害腐食鉄筋の非破壊検査結果と構造性能に与える影響の関係性評
令和4年7月～令和5年3月

補修・補強で用いられる高力ボルト引張接合継手の疲労強度評価と既存疲労照査法の改良
令和5年7月～令和6年12月

3 けい酸塩系表面含浸工の施工効果に基づく費用対効果
令和5年6月～令和6年5月

令和５年度

1 AI画像処理を用いたナット回転履歴によるボルトの緩み検知
令和5年6月～令和6年5月

2

橋梁技術に関する研究開発助成決定者(敬称略)

三次元微細構造解析を用いた橋梁床版接合部の構造性能評価
令和6年6月～令和8年6月

3 道路橋の既設木杭基礎の大地震時における耐震性評価法の開発
令和6年6月～令和8年5月

令和６年度

1 橋梁上における強風時車両走行安全性と遮風壁に関する研究
令和6年7月～令和7年3月

2
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参考

橋梁技術に関する研究開発助成決定者(敬称略)

氏名 廣畑 幹人 所属 大阪大学大学院 工学研究科地球総合工学専攻社会基盤工学部門
研究計画
研究期間

氏名 須藤　敦史 所属 東北工業大学・工部・都市マネジメント学科
研究計画
研究期間

氏名 田村　洋 所属 横浜国立大学　大学院都市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院
研究計画
研究期間

氏名 子田　康弘 所属 日本大学　工学部　土木工学科
研究計画
研究期間

氏名 竹谷　晃一 所属 東京工業大学　環境・社会理工学院　土木・環境工学系
研究計画
研究期間

氏名 佐伯　竜彦 所属 新潟大学　工学部工学科　社会基盤工学プログラム
研究計画
研究期間

氏名 富山　潤 所属 琉球大学　工学部工学科　社会基盤デザインコース
研究計画
研究期間

氏名 江本　久雄 所属 福島工業高等専門学校　都市システム工学科
研究計画
研究期間

氏名 蘇　迪 所属 東京大学　工学系研究科社会基盤学専攻
研究計画
研究期間

氏名 佐々木　貴信所属 北海道大学　大学院農学研究院　森林科学分野　木材工学研究室
研究計画
研究期間

氏名 金　惠英 所属 横浜国立大学先端科学高等研究院
研究計画
研究期間

氏名 西尾　真由子所属 筑波大学システム情報系構造エネルギー工学域
研究計画
研究期間

氏名 奥村　徹 所属 九州産業大学建築都市工学部都市デザイン工学科
研究計画
研究期間

氏名 松本　高志 所属 北海道大学大学院工学研究院
研究計画
研究期間

氏名 中村　一平 所属 HCMC University of Technology Office for International Study Programs

研究計画
研究期間

5 新たな木質材料CLT（直交集成材）の床版用途に関する研究
令和2年7月～令和4年3月

3 ＡＲによる橋梁の変状図の可視化システムの研究開発
令和2年7月～令和3年3月

4 橋梁観測データを活用した強風時車両走行安全性の評価
令和2年4月～令和3年6月

令和２年度

1 橋梁各部位の水環境の定量評価手法の開発
令和2年6月～令和3年5月

2 台風により供給される大量の塩化物イオンがコンクリート橋梁に与える影響
令和2年7月～令和3年6月

道路橋床版疲労シミュレーションに向けたRC床版疲労解析における輪荷重走行試験と実橋との等価解析条件の検討

令和元年6月～令和2年5月

橋梁定期点検における部材損傷度判定AIの構築
平成29年4月～令和3年3月

5 日本での就労を希望するベトナム人橋梁技術者の意識および資質に関する調査研究
令和元年6月～令和2年4月

4

令和元年度

1 強風時の橋梁上の車両走行の安全性確保と合理的な規制方法に関する研究
令和元年7月～令和2年3月

2 定期点検値を利用した橋梁のマクロ的劣化評価とその予測手法の開発
令和3年6月～令和4年5月

3 設計の想定を超える地震作用に対する橋梁全体系の崩壊に対するロバスト性評価
令和元年6月～令和3年3月

2

令和3年8月～令和4年7月

4 水の浸入による耐疲労性の低下を抑制するRC床版断面の開発
令和3年6月～令和4年3月

令和３年度

1 加熱式塗膜剥離を基本とする鋼橋の塗替えにおける簡易塗装の検討
令和3年6月～令和4年5月

5 位相空間分析と機械学習を応用したコンクリート打音検査法の高度化の試み
令和3年7月～令和4年12月

3 塗膜クリープ解析法の開発と高力ボルト摩擦接合継手の性能評価への適用
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参考

橋梁技術に関する研究開発助成決定者(敬称略)

氏名 西田　孝弘 所属 京都大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻
研究計画
研究期間

氏名 姫野　岳彦 所属 一般社団法人日本支承協会
研究計画
研究期間

氏名 中島　章典 所属 宇都宮大学地域デザイン科学部社会基盤デザイン学科
研究計画
研究期間

氏名 田井　政行 所属 琉球大学工学部工学科社会基盤デザインコース
研究計画
研究期間

氏名 近藤　拓也 所属 高知工業高等専門学校ソーシャルデザイン工学科
研究計画
研究期間

氏名 中村　拓郎 所属 東京工業大学　環境・社会理工学院
研究計画
研究期間

氏名 森　和也 所属 熊本大学大学院
研究計画
研究期間

氏名 橋本　国太郎所属 神戸大学大学院
研究計画
研究期間

氏名 玉田　和也 所属 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科
研究計画
研究期間

氏名 小松　怜史 所属 横浜国立大学大学院都市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院
研究計画
研究期間

氏名 佐伯　竜彦 所属 新潟大学工学部建設学科
研究計画
研究期間

氏名 海老澤 健正 所属 名古屋工業大学工学部都市社会工学科

研究計画

研究期間

1

大型連続高架橋模型の2方向加振実験結果に基づく現実的な設置状況下でのゴム系支承
（ゴム、高減衰支承）の挙動と終局挙動の解明に関する研究

2

薄板モルタル供試体を用いた塩害－中性化複合劣化進行予測手法の構築
平成26年6月～平成27年3月

2 表面吸水試験を用いたｺﾝｸﾘｰﾄ床版のｽｹｰﾘﾝｸﾞ抵抗性の評価方法の開発
平成2７年5月～平成２8年3月

平成２６年度

平成26年6月～平成27年3月

平成２７年度

1 ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞを基軸とする橋梁ﾒﾝﾃﾅﾝｽ技術者育成ｶﾘｷｭﾗﾑの研究開発
平成27年5月～平成２８年3月

3 疲労き裂を有する鋼部材耐荷力の性能評価及び劣化予測に関する研究
平成28年4月～平成30年3月

平成２８年度

1 変断面ＲＣ・ＰＣはりのせん断耐荷機構と設計の高度化
平成28年6月～平成29年5月

平成３０年度

1

2

2 実用型壁面打音検査ロボットの開発
平成28年5月～平成29年5月

3 ポストテンション方式PC構造物の軸方向ひび割れ発生原因に関する研究
平成29年6月～平成30年5月

腐食高力ボルト摩擦接合継手の解析モデル構築と残存耐荷力評価

非合成桁橋のずれ止めの合成効果を考慮した設計法への転換
平成29年6月～平成30年5月

2
平成29年5月～平成31年3月

平成30年8月～平成31年8月

平成２９年度

1

道路床版のたわみ挙動に対する簡易計測手法の構築
平成30年5月～平成31年3月

引張力を受ける部分溶込み溶接継手の耐荷力評価に関する研究
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参考

橋梁技術に関する研究開発助成決定者(敬称略)

氏名 木下　幸治 所属 岐阜大学工学部社会基盤工学科

研究計画

研究期間

氏名 廣畑　幹人 所属 名古屋大学大学院工学研究科
研究計画
研究期間

氏名 西尾 真由子 所属 横浜国立大学大学院都市イノベーション研究院
研究計画
研究期間

氏名 中村 友昭 所属 名古屋大学高等研究院
研究計画
研究期間

氏名 貝沼　重信 所属 九州大学大学院工学研究院建設デザイン部門
研究計画
研究期間

氏名 判治　剛 所属 名古屋大学大学院工学研究科社会基盤工学専攻
研究計画
研究期間

氏名 北原　武嗣 所属 関東学院大学工学部社会環境システム学科
研究計画
研究期間

氏名 勝地　弘 所属 横浜国立大学工学研究院　人もの空間のシステム分野
研究計画
研究期間

氏名 中村　一史 所属 首都大学東京大学院都市環境科学研究科
会議名
研究期間

2
平成23年6月～平成２4年3月

平成２０年度

ＣＦＲＰ板接着による疲労き裂補修工法の実用化に向けた開発研究1

1

光ファイバセンサ動ひずみデータを用いた橋梁支承部機能モニタリング

平成２０年１０月～平成２１年１２月

平成２２年７月～平成２３年６月

平成２１年度

斜張橋インデントケーブルのドライギャロッピングメカニズム検討
平成２１年７月～平成２２年３月

平成２２年度

長継続時間地震動による鋼製橋脚の数十回オーダー繰返し耐荷力評価1

1

平成２４年度

平成２３年度

腐食センサと時空間統計学的手法を用いた鋼構造物の致命的腐食損傷予知技術の開発
平成23年6月～平成２4年3月

鋼橋に生じた疲労損傷に対する溶接補修技術の開発

平成24年5月～平成25年3月

津波による橋梁への作用力の評価と漂流挙動の解明
平成24年5月～平成25年3月

1

2

接触電気抵抗を指標としたアンカーボルトの緩み点検手法の開発

平成２５年度

1

2

世界最大橋梁震動台実験を基にした橋梁システムの数値解析技術の高度化とそれに基づく
橋梁上部構造2次部材を利用したダンパーの効果

平成25年6月～平成26年3月

平成25年6月～平成26年3月
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